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損害賠償の額の決定及び和解について
損害賠償の額の決定及び和解について
繰越明許費繰越計算書（一般会計）の報告について
繰越明許費繰越計算書（簡易水道事業特別会計）の報告について
繰越明許費繰越計算書（公共下水道事業特別会計）の報告について
繰越明許費繰越計算書（特定環境保全公共下水道事業特別会計）の報告について
繰越明許費繰越計算書（農業集落排水事業特別会計）の報告について
住宅新築資金等貸付事業に係る訴えの提起について
住宅新築資金等貸付事業に係る訴えの提起について
平成29年度香美市一般会計補正予算（第１３号）
平成29年度香美市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
平成29年度香美市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）
平成29年度香美市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
平成29年度香美市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
平成29年度香美市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）
平成29年度香美市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第５号）
平成29年度香美市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第１号）
平成29年度香美市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）
香美市税条例等の一部を改正する条例の制定について
香美市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
平成30年度香美市一般会計補正予算（第１号）
平成30年度香美市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
平成30年度香美市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
平成30年度香美市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
香美市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
香美市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
香美市税条例等の一部を改正する条例の制定について
香美市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
香美市交流促進施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
平成30年度香美市一般会計補正予算（第２号）
香美市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
副市長の選任について
教育委員会教育長の任命について
教育委員会委員の任命について
香美市固定資産評価審査委員会委員の選任について
香美市固定資産評価審査委員会委員の選任について
香美市固定資産評価審査委員会委員の選任について
香美市固定資産評価員の選任について
監査委員の選任について
監査委員の選任について
香美市議会業務継続計画の策定について
インボイス制度の導入を中止するよう求める意見書の提出について
真に女性が輝き、活躍できる社会の実現を目指し、セクハラを克服するよう求める意見書の提出について
安定した種子の供給のために農業競争力強化支援法第８条第４号を削除することを求める意見書の提出について
日本政府が核兵器禁止条約の批准作業を進めることを求める意見書の提出について

日本政府が核兵器禁止条約の批准作業を進めることを求める意見書
　広島と長崎の被爆から今年で73年目を迎えようとしています。ヒバクシャはこの
間、国際政治の場で自らの体験を語ってきました。核兵器の非人道性、核爆発の凄まじ
さ、その悲惨さは世界の共通認識になっています。
　このような長年の努力が実を結び、昨年７月、国連は、３分の２にのぼる加盟国と世
界の市民団体の支持を得て、核兵器禁止条約を採択しました。
　禁止条約は核兵器の違法性を明文化し、世界の核実験のヒバクシャの救済措置も明
記しました。人類は核兵器廃絶に向けて歴史的な一歩を踏み出しました。
　しかし、核保有国とそれに同調する日本をはじめとする国々は「核抑止力」論に固執
し、これに背を向けています。
　唯一の戦争被爆国として必要なことは、核兵器のない世界の実現向けて、禁止条約
を支持し、調印、批准し、世界の世論をリードすることです。
　ヒバクシャの平均年齢は80歳を超えました。ヒバクシャの「生きているうちに核兵
器廃絶を」の声を受け止め「核兵器のない世界」を実現するために力をつくすことが求
められています。
　よって、政府におかれては、核兵器禁止条約の批准作業を進めるよう求めます。
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今議会に提案された意見書案は４件で、２件が可決され国に提出されることとなりました。今議会に提案された意見書案は４件で、２件が可決され国に提出されることとなりました。

日本政府が核兵器禁止条約の批准作業を進めることを求める意見書
　広島と長崎の被爆から今年で73年目を迎えようとしています。ヒバクシャはこの
間、国際政治の場で自らの体験を語ってきました。核兵器の非人道性、核爆発の凄まじ
さ、その悲惨さは世界の共通認識になっています。
　このような長年の努力が実を結び、昨年７月、国連は、３分の２にのぼる加盟国と世
界の市民団体の支持を得て、核兵器禁止条約を採択しました。
　禁止条約は核兵器の違法性を明文化し、世界の核実験のヒバクシャの救済措置も明
記しました。人類は核兵器廃絶に向けて歴史的な一歩を踏み出しました。
　しかし、核保有国とそれに同調する日本をはじめとする国々は「核抑止力」論に固執
し、これに背を向けています。
　唯一の戦争被爆国として必要なことは、核兵器のない世界の実現向けて、禁止条約
を支持し、調印、批准し、世界の世論をリードすることです。
　ヒバクシャの平均年齢は80歳を超えました。ヒバクシャの「生きているうちに核兵
器廃絶を」の声を受け止め「核兵器のない世界」を実現するために力をつくすことが求
められています。
　よって、政府におかれては、核兵器禁止条約の批准作業を進めるよう求めます。

日本政府が核兵器禁止条約の批准作業を進めることを求める意見書
　広島と長崎の被爆から今年で73年目を迎えようとしています。ヒバクシャはこの
間、国際政治の場で自らの体験を語ってきました。核兵器の非人道性、核爆発の凄まじ
さ、その悲惨さは世界の共通認識になっています。
　このような長年の努力が実を結び、昨年７月、国連は、３分の２にのぼる加盟国と世
界の市民団体の支持を得て、核兵器禁止条約を採択しました。
　禁止条約は核兵器の違法性を明文化し、世界の核実験のヒバクシャの救済措置も明
記しました。人類は核兵器廃絶に向けて歴史的な一歩を踏み出しました。
　しかし、核保有国とそれに同調する日本をはじめとする国々は「核抑止力」論に固執
し、これに背を向けています。
　唯一の戦争被爆国として必要なことは、核兵器のない世界の実現向けて、禁止条約
を支持し、調印、批准し、世界の世論をリードすることです。
　ヒバクシャの平均年齢は80歳を超えました。ヒバクシャの「生きているうちに核兵
器廃絶を」の声を受け止め「核兵器のない世界」を実現するために力をつくすことが求
められています。
　よって、政府におかれては、核兵器禁止条約の批准作業を進めるよう求めます。

日本政府が核兵器禁止条約の批准作業を進めることを求める意見書
　広島と長崎の被爆から今年で73年目を迎えようとしています。ヒバクシャはこの
間、国際政治の場で自らの体験を語ってきました。核兵器の非人道性、核爆発の凄まじ
さ、その悲惨さは世界の共通認識になっています。
　このような長年の努力が実を結び、昨年７月、国連は、３分の２にのぼる加盟国と世
界の市民団体の支持を得て、核兵器禁止条約を採択しました。
　禁止条約は核兵器の違法性を明文化し、世界の核実験のヒバクシャの救済措置も明
記しました。人類は核兵器廃絶に向けて歴史的な一歩を踏み出しました。
　しかし、核保有国とそれに同調する日本をはじめとする国々は「核抑止力」論に固執
し、これに背を向けています。
　唯一の戦争被爆国として必要なことは、核兵器のない世界の実現向けて、禁止条約
を支持し、調印、批准し、世界の世論をリードすることです。
　ヒバクシャの平均年齢は80歳を超えました。ヒバクシャの「生きているうちに核兵
器廃絶を」の声を受け止め「核兵器のない世界」を実現するために力をつくすことが求
められています。
　よって、政府におかれては、核兵器禁止条約の批准作業を進めるよう求めます。
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意見書を国に提出します
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市民クラブ 自由クラブ 公明党 日本共産党 議長
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会派

意見書案

賛否が分かれた議案等に対する各議員の賛否の状況

会派欄の※１は「くらしと福祉を守る会」、※２は「物部会」、※３は「香美市をよくする会」。
※「○」は賛成、「×」は反対、「－」は議長につき採決に加わらず。
※意見書案第６号、第８号については、賛否同数のため議長採決により可決。
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